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➢ 売上高
女性医療領域の主力製品の市場浸透や、期中に販売開始した新製品の定量貢献、不
採算品再算定における薬価見直しによる単価の上昇などの要因から、連結売上高は前年
同期比36.7億円増（＋12.5%）

➢ 営業利益
研究開発費・営業体制強化による販管費増により前年同期比1.9億円減（▲7.8％）
※販管費の主な前期比増加要因は以下３点。

• 承認申請中の月経困難症治療薬FSN-013の開発マイルストンの支払い
• 次世代更年期障害治療薬PH-80の日本における開発・販売の独占交渉権対価の支払い
• 2024年5月薬価収載の「ウステキヌマブ BS 皮下注45mg」の販売体制構築費用

➢ 純利益
上半期に投資有価証券の売却益などを特別利益に計上したことにより、親会社株主に帰
属する連結純利益は前年同期比29.2億円増（＋147.7％）
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2024年9月期第3四半期 連結決算概要

単位：百万円 2023/9
実績

2024/9
実績

前期比
（増減率）

見通し※1

売上高 29,482 33,155 +3,673
(12.5%)

46,060

EBITDAR※2 6,662 7,159 +497
(7.5%)

11,252

営業利益 2,403 2,215 ▲188
(▲7.8%)

3,990

純利益 1,982 4,910 +2,928
(147.7%)

6,185

第3四半期累計 通期

注1：2024年5月9日付「第２四半期業績予想と実績の差異および通期業績予想の一部修正に関するお知らせ 」ベース
注2：EBITDAR＝本業によるキャッシュ創出力の指標（営業利益＋減価償却費（設備リース費含む）+研究開発費）
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➢ 売上高
• 下期修正計画に対する第3四半期進捗は計画どおり。第4四半期は女性医療領域主
要製品の継続伸長、ウステキヌマブBSを含む2024年上市新製品（4品目）の定量
貢献の加速により、下期並びに通期では修正計画の変更なし。

• ウステキヌマブBSは計画を上回る進捗

➢ 営業利益
• 第4四半期は第3四半期に比べて新製品の売上増加が寄与する一方、原価の上昇を
見込むが、研究開発費を含む経費の圧縮を進めることで下期並びに通期では、いずれも
修正計画達成の見込み。

➢ 純利益
当初計画どおりの通期純利益は前年同期比27.5億円増（＋80.1％）を見込む
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2024年9月期連結決算 見通し

単位：百万円 上期 第3四半期 第4四半期 通期※1

売上高 21,388 11,767 12,905 46,060

EBITDAR※2 4,716 2,443 4,093 11,252

営業利益 1,443 772 1,775 3,990

純利益 4,257 653 1,275 6,185

注1：2024年5月9日付「第２四半期業績予想と実績の差異および通期業績予想の一部修正に関するお知らせ 」ベース
注2：EBITDAR＝本業によるキャッシュ創出力の指標（営業利益＋減価償却費（設備リース費含む）+研究開発費）

2024年9月期

実績 見通し
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領域別売上高
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女性医療売上高
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急性期医療売上高
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上位15製品売上高
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⚫注目いただいているポイント

領域特化の姿勢は変わらず、ジェネリック中心から新薬・バイオシミラー中
心の高付加価値型への転換

女性医療領域の今後の展望、成長ドライバー

バイオシミラー事業の進捗、今後の展開



予想および見通しに関するご注意事項

本資料に記載の業績予想及び将来の予想等に関する記述は、資料作成時点で入手した情報に基

づき弊社にて判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。様々な要因により、

実際の業績等が変動する可能性があることをご承知おきください。予告なしに内容が変更または廃止

される場合がございますので、予めご了承ください。また、本資料に含まれている医薬品（開発中のも

のを含む）に関する情報は、宣伝広告、医学的アドバイスを目的としているものではありません。

連絡先

富士製薬工業株式会社 経営戦略本部 経営企画部 経営企画課

E-Mai l : fsk_ir@fujipharma.jp

U R L : https://www.fujipharma.jp/


